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１　はじめに

日本の平均気温はさまざまに変動しなが
ら100年当たり1.40℃の割合で上昇し、
1990年以降、高温となる年が増えていま
す（図）。特に令和５年、６年の夏は記録
的な高温であり、多くの農作物に影響があ
りました。
農林水産業は、気候変動の影響を受けや
すい産業です。令和５年の水稲の品質の低
下が記憶に新しいところですが、地球温暖
化が農作物に与える影響としては、農産物
の生育障害や品質低下、気温上昇に伴う栽

培適地の変化、病害虫発生の増加や生息域
の拡大などが想定されています。
農林水産省では毎年度、都道府県（以下

「県」という。）の協力を得て「地球温暖化
影響調査レポート」を取りまとめており、
地球温暖化による高温等の影響や、それに
対する適応策等を公表しております。本稿
では、令和６年９月に公表した「令和５年
地球温暖化影響調査レポート」と、令和７
年３月に公表した「令和６年夏の記録的高
温に係る影響と効果のあった適応策等の状
況レポート」について、それぞれ野菜の部
分を抜粋してご紹介します。

　【特集】気候変動待ったなし！野菜の生産・流通現場の適応策

農林水産省　農産局　農業環境対策課　地球温暖化対策推進班

夏の記録的高温に係る影響と全国の産地にお
いて効果のあった適応策等の状況について

図　日本の年平均気温偏差

　注：細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（青）：偏差の5年移動平均値、直線（赤）：長期変化傾向。
　　　基準値は1991〜2020年の30年平均値。
出典：気象庁（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html）
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２　地球温暖化の影響

例年、地球温暖化の影響発生の報告が多
い野菜は、トマトといちごです。
トマトは、高温による着花・着果不良の
発生による影響が、令和４年と比べて令和
５年は大きく、全国では４割程度見られま
した。また、不良果や日焼け果、生育不良
による影響などが見られました（表１）。
いちごは育苗期から花芽分化期の高温に

より、花芽分化の遅れの発生による影響が
大きく、全国では４割程度見られました。
また、虫害の発生や果実の肥大不足による
影響が見られました（表２）。
そのほかの野菜については、ほうれんそ
う、ねぎ等の葉茎菜類では、生育不良や発
芽不良、虫害、病害の発生による影響が多
くの品目で見られました。また、なす、きゅ
うり、ピーマン等の果菜類では、着花・着
果不良の発生による影響が見られました。

３　緩和策と適応策

気候変動対策には、「緩和策」と「適応策」
という２本の柱があります。
このうち、「緩和策」とは、地球温暖化
の原因となっている温室効果ガス（二酸化
炭素やメタンなど）の排出削減とその吸収
対策です。例えば、施設園芸における省エ
ネ設備（燃油に依存しない加温技術の導
入）や省エネ農機の普及、中干し期間の延
長などによる水田からのメタン削減などの

取り組みが農業分野における緩和策です。
他方、「適応策」とは、既に生じている、
またはこれから生じるであろう地球温暖化
の影響に備え、被害を軽減・回避する対策
です。例えば、換気、かん水の実施や施設
栽培への細

さい

霧
む

冷房装置・遮熱性の高い被覆
資材の利用、高温耐性品種の導入などの取
り組みがこれに当たります。
トマトの適応策としては、昇温抑制、安
定着果・生産等の対策として、遮光、遮熱
資材の活用、換気、かん水、細霧冷房など

表１　トマトの温暖化による影響

主な現象 全国 発生の主な原因北日本 東日本 西日本
着花・着果不良 ４割程度 ２割程度 ４割程度 ４割程度 生育期〜収穫期の高温（６〜11月）

不良果 ２割程度 １割程度 ２割程度 ４割程度 生育期〜収穫期の高温（４〜11月）
収穫期の強日射（５〜11月）

日焼け果 ２割程度 １割程度 ２割程度 ３割程度 生育期〜収穫期の高温（４〜９月）
着花〜収穫期の高温・少雨（７〜９月）

生育不良 １割程度 １割程度 １割程度 ３割程度 生育期〜収穫期の高温（５〜11月）

虫害の発生 １割程度 ー １割程度 １割程度 【微小害虫（コナジラミ類、アザミウマ類等）】
生育期〜収穫期の高温・少雨（６〜12月）

※上記の他、病害の発生、生理障害、尻腐れ果の報告があった。

表２　いちごの温暖化よる影響

主な現象 全国 発生の主な原因北日本 東日本 西日本
花芽分化の遅れ ４割程度 ２割程度 ４割程度 ５割程度 育苗期〜花芽分化期の高温（７〜12月）

虫害の発生 １割程度 ー １割程度 ２割程度 【ハダニ類、アザミウマ類、アブラムシ類等】
栽培期間中の高温、高温・少雨

果実の肥大不足 １割程度 ー ー ２割程度 生育初期〜後期の高温（10〜12月、３〜４月）
※上記の他、生育不良、病害の発生、不良果・奇形果の発生、着花・着果不良、日焼け果の報告があった。
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が行われています（表３）。なお、報告の
中では、各種資材・設備の導入にはコスト
や労力がかかるほか、天候に応じた栽培管
理の徹底が普及上の課題として挙げられて
います。また、「令和６年夏の記録的高温
に係る影響と効果のあった適応策等の状況
レポート」においては、一部の県から裂果
防止の適応策として、果

か

梗
こう

捻
ねん

枝
し
（注）の技術

が報告されています。
（注）�果梗を捻って枝を曲げたり、ペンチで潰したりする

ことで、裂果を防止する技術。

いちごの適応策としては、花芽分化の安
定・促進への対策として、遮光資材の活用、
遮熱剤の散布、細霧冷房、新品種導入、ク
ラウン部（いちごの成長点が集中する株
元）冷却、培地の昇温抑制などが行われて
います（表４）。なお、いちごにおいても
各種資材・設備を必要とする対策では、導
入コストや労力の増加が普及上の課題と
なっています。
そのほかの野菜については、施設で栽培
されている品目は遮光、換気等の栽培管理
が適応策として報告されています。また、施
設、露地の両方ともかん水や品種の選定、病
害虫の適期防除が報告されています（参考）。

表３　トマトの各都道府県で取り組まれている適応策

主な目的

実施している適応策（実証中、研究段階の適応策を含む）

遮 光、
遮 熱

（ 資 材
展 張、
遮光剤
塗 布
等）

摘果に
よる着
果負担
軽減

植物成
長調整
剤散布

ヒート
ポンプ
による
夜温管
理

細 霧
冷 房、 
ミ ス
ト 、 
循環扇

換 気、
か ん
水、 葉
面散水

品種転
換、 新
品種導
入

穂 木・
台木品
種の選
定、 摘
花房処
理

強勢台
木への
接ぎ木
苗利用

土壌還
元消毒

防 除、
病害警
報シス
テムに
よる情
報発信

夜間冷
却技術
開 発、
肥培管
理 技
術・ 作
型の開
発

気化冷
却シス
テム開
発

適 正 
樹勢管
理、 訪
花昆虫
の活用

昇温抑制、温
度抑制・管理 9 1 2 2 1

安定着果・生
産着果安定・
促進

7 2 2 4 1 1

落花防止 1 1 1
黄変果、日焼
け果の発生抑
制

3 1 1 1

裂果対策 3 2 1 1
草勢維持 1
品質向上 1
生育促進 1 1
虫害の発生抑
制 4

病害の発生抑
制 2 2

気候変動対応
型栽培システ
ムと作型の開
発

1
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４　おわりに

今回紹介したトマト、いちごを中心とし
た野菜に関する影響、適応策のほか、各品
目の細かい適応策や農業分野の温暖化の影
響に関連する情報なども農林水産省のホー
ムページに掲載していますので、ご参照く
ださい。

○令和５年地球温暖化影響調査レポート
https://www.maff.go.jp/j/seisan/
kankyo/ondanka/attach/pdf/index-
154.pdf

○令和６年夏の記録的高温に係る影響と効
果のあった適応策等の状況レポート
https://www.maff.go.jp/j/seisan/
kankyo/ondanka/attach/pdf/index-
158.pdf

これらのほか、参考情報として、農業技
術や国立研究開発法人農業・食品産業技術
総合研究機構（農研機構）の気候変動に関
する取り組み、気候変動や地球温暖化に関
するウェブサイト、温暖化のリスクをどう
回避していくのか、その際のリスクマネジ
メントをどう行うのか、中長期的な考え方
など「農業生産における気候変動適応ガイ
ド」も紹介していますので、こちらもご活
用ください。

○地球温暖化対策
https://www.maff.go.jp/j/seisan/
kankyo/ondanka/index.html

気象条件や生育ステージの類似している
品目の適応策などを参考にしていただき、
温暖化に伴う影響を回避・軽減する一助に
なれば幸いです。

表４　いちごの各都道府県で取り組まれている適応策

主な目的

実施している適応策（実証中、研究段階の適応策を含む）

遮光資
材 活
用、 遮
熱剤の
散布

細霧冷
房（ ミ
スト）、
循 環
扇、 扇
風機

通 気、
換 気、
か ん
水、

マルチ
資材活
用

紙ポッ
ト育苗

品種転
換・ 新
品種導
入

クラウ
ン部冷
却

育苗期
の屋根
散水

育苗時
の肥培
管理

送風に
よる培
地の昇
温抑制

夜冷処
理、 暗
黒低温
処理

適期定
植の徹
底（ 花
芽検鏡
の 実
施、 早
植え抑
制）

適期防
除（ マ
ニュア
ル化）、
ベンチ
ア ッ
プ、 風
通 し、
健 全
苗、 防
虫ネッ
ト 、
IPM）

局所温
度管理

（ 低 温
管理）

栽培技
術の向
上

花芽分化安
定・促進 7 2 4 2 2 1 2 1 5 2 2

日射量・温
度 抑 制、昇
温抑制

3 1 1 1

育苗時の生
育 不 良 対
策、育 苗 ハ
ウスの昇温
抑制

1

着果安定 1 1
収量向上 1
果実品質向
上 1

病害の発生
抑制 4

虫害の発生
抑制 5

苗の安定確
保 1 1

栽培技術の
向上 1

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-154.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-154.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-154.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-158.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-158.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-158.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/index.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/index.html
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（参考）令和５年地球温暖化影響調査レポートより抜粋

〇葉茎菜類および果菜類の主な影響
主な現象 全国 発生の主な原因北日本 東日本 西日本

ほ
う
れ
ん
そ
う

生育不良 １割程度 １割程度 １割程度 １割程度 播種期〜収穫期の高温（６〜９月）
播種・生育時期の高温・多雨（梅雨明け〜８月）

発芽不良 １割程度 １割程度 １割程度 ー 播種期〜生育期の高温（７〜９月）
播種・生育時期の高温・多雨（梅雨明け〜８月）

病害の発生 １割程度 ー １割程度 ー 播種・生育時期の高温・多雨（梅雨明け〜９月）
キ
ャ
ベ
ツ

虫害の発生 １割程度 ー １割程度 ー 生育期〜収穫期の高温・少雨（７〜９月）
※上記の他、活着不良、生育不良等の報告があった。

ね
ぎ

生育不良 ２割程度 ２割程度 １割程度 ３割程度
生育期〜収穫期の高温、高温・多雨、高温・少雨（７
〜９月）
生育期の低温（12 〜２月）

病害の発生 １割程度 ー １割程度 １割程度

【軟腐病、腐敗病、白絹病等】
生育期〜収穫期の高温・多雨（５〜９月）

【べと病、さび病】
生育期〜収穫期の高温・多雨（２〜４月）

【えそ条斑病】
生育期〜収穫期の高温・少雨（４〜 10 月）

虫害の発生 １割程度 ー １割程度 １割程度
【シロイチモジヨトウ、ネダニ、ハモグリバエ類、
アザミウマ類等】
生育期〜収穫期の高温・少雨（３〜 11 月）

発芽不良 １割程度 ー ー １割程度 播種期〜生育期の高温（７〜 10 月）
※上記の他、生理障害等の報告があった。

レ
タ
ス

生理障害 １割程度 ー ２割程度 １割程度 結球期〜収穫期の高温、高温・少雨（７〜９月、
11 〜 12 月）

病害の発生 １割程度 ー １割程度 ー 結球期〜収穫期の高温・多雨（７〜９月）
生育不良 １割程度 １割程度 １割程度 ー 結球始期〜収穫期の高温、高温・少雨（７〜９月）
虫害の発生 １割程度 ー １割程度 ー 収穫期の高温（８〜９月）
※上記の他、発芽不良、生育の前進・後退の報告があった。

に
ら

生育不良 ２割程度 ー ４割程度 １割程度 生育期〜収穫期の高温、高温・乾燥（７〜９月）
生理障害 １割程度 ー ３割程度 ー 暖冬（10 〜 12 月）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

虫害の発生 １割程度 ー ー ２割程度【ヨトウムシ類、アブラムシ類】
生育期〜収穫期の高温、高温・少雨（８〜 12 月）

生理障害 １割程度 ー １割程度 １割程度 生育期〜収穫期の高温（７〜 11 月）
生育期の高温・少雨（７〜８月）

生育の前進・
後退 １割程度 ー ー １割程度 生育期〜収穫期の高温（８〜 12 月）

※上記の他、生育不良、活着不良等の報告があった。
こ
ま
つ
な

生育不良 １割程度 ー １割程度 ３割程度 生育期の高温（７〜９月）
発芽不良 １割程度 ー １割程度 ３割程度 播種〜生育期の高温（７〜９月）
※上記の他、生理障害の報告があった。

み
ず
な

発芽不良 １割程度 ー １割程度 ２割程度 播種〜生育期の高温（７〜９月）
生育不良 １割程度 ー ー ２割程度 生育期の高温（７〜９月）
生理障害 １割程度 ー ー １割程度 全期間の高温（７〜９月）

虫害の発生 １割程度 ー ー １割程度【コナジラミ】
生育期の高温・少雨（６〜９月）

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

生育不良 １割程度 １割程度 １割程度 ２割程度

生育初期、生育中期〜収穫期の高温（１〜３月、
７〜９月）
生育中期、収穫期の高温・少雨（５〜６月、８
〜９月）
立茎期〜夏秋収穫期の多雨（６〜９月）

生理障害 １割程度 ー ４割程度 ー 立茎期〜夏秋収穫期の高温・少雨（７〜９月）

虫害の発生 １割程度 ー ２割程度 １割程度
【アザミウマ類、ハダニ類、コナジラミ類等】
立茎期〜夏秋収穫期の高温・少雨（６〜８月）
生育中期の高温（４〜９月）

春芽・夏芽の
不足 １割程度 ー ー １割程度

休眠期〜収穫期の高温・少雨（10 〜５月）
夏芽収穫期の高温（７〜８月）
養分転流期〜休眠期の高温（10 〜 12 月）
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主な現象 全国 発生の主な原因北日本 東日本 西日本

た
ま
ね
ぎ

病害の発生 １割程度 ー １割程度 １割程度

収穫期の高温・多雨（６月）
【えそ条斑病】
生育期〜収穫期の高温・少雨（４〜６月）

【細菌性病害、黒かび病】
生育期〜収穫期〜貯蔵期の高温（４〜８月）

は
く
さ
い

発芽不良 １割程度 １割程度 ー ー 発芽、定植期の高温（８〜９月）
※上記の他、生育の前進・後退、生育不良の報告があった。

セ
ル
リ
ー

生理障害 ２割程度 ー ３割程度 ー 生育期〜収穫期の高温・少雨（７〜９月）
病害の発生 １割程度 ー １割程度 ー 生育期〜収穫期の高温・多雨（５〜 10 月）

な
ば
な
・

花
菜

開花期の前進 １割程度 ー ー １割程度 収穫期の高温（11 月、３月）

※上記の他、病害の発生、虫害の発生、生育不良の報告があった。

な
す

不良果 １割程度 ー １割程度 ２割程度
収穫期の高温・強日射（４〜７月）、高温（７〜
９月）
生育期・収穫期の少雨（７〜９月）

虫害の発生 １割程度 ー １割程度 １割程度

【タバコガ】生育期〜収穫期の少雨（７〜９月）
【ダニ類、ヨトウ類、カメムシ類】生育期の高温・
少雨（６〜９月）

【コナジラミ類、ハダニ類、アザミウマ類等】
生育期〜収穫期の高温（５〜 12 月）

着花・着果不
良 １割程度 ー ー １割程度 収穫期の高温（７〜９月）

※上記の他、生育不良等の報告があった。
き
ゅ
う
り

着花・着果不
良 １割程度 １割程度 ー ー 収穫期の高温（８〜９月）

※上記の他、虫害の発生、生理障害等の報告があった。
ピ
ー
マ
ン

着花・着果不
良 １割程度 １割程度 ３割程度 ー 生育期〜収穫期の高温（７〜９月）

※上記の他、生理障害の報告があった。

え
だ
ま
め

生育不良 １割程度 ３割程度 ー １割程度 生育期〜収穫期の高温・少雨（７〜９月）
不良果 １割程度 ー ２割程度 ー 開花期〜莢肥大期の高温・少雨（７〜９月）
着花・着果不
良 １割程度 ー ー １割程度 開花期の高温（８〜９月）

エ
ン
ド
ウ
類 
（
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
）

虫害の発生 ２割程度 ー ー ２割程度 生育期〜収穫期の高温（１〜５月）

生育不良 １割程度 ー ー ２割程度
播種期〜生育期の高温（８〜 10 月）（初期生育
不良）
生育期〜収穫期の高温（10 〜３月）

播種時期の遅
延 １割程度 ー ー ２割程度 播種期の高温（９月）

発芽不良 １割程度 ー ー １割程度 播種期〜生育期の高温（８〜９月）
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〇各都道府県で取り組まれている適応策（品目別・都道府県別）
※一例としてトマトのみ抜粋

【野菜】 トマト 青森県～東京都

①適応策の普及状況 － 野菜

普普及及上上のの課課題題
効効果果にに関関すするる評評価価とと

そそのの理理由由
普普及及
状状況況

適適応応策策のの取取組組内内容容
主主なな適適応応策策
（（普普及及開開始始））

適適応応策策のの
目目 的的

都都道道府府
県県 名名

遮光資材の導入にあたり、
経費や開閉の労力が課題
となっている。

－－－

JAや生産者を対象とした講
習会において、高温対策と
して遮光資材や塗布剤の
使用による適正な温度管
理を指導した。

遮光資材の使用
による適正な温
度管理

温度管理青森県

一定の成果はあるものの
限界がある。

一定の効果はあるものの
限界がある。

Ｃ不明
技術対策情報の通知・HP
掲載

遮光・遮熱外気
導入等

ハウス内温度
上昇の抑制

宮城県

暑すぎる年などは、効果に
は限界がある。

遮熱効果により、ハウス内
温度の上昇を抑制できる。

Ｃ70%
ハウス屋根もしくは内部に
遮光ネットを張る。

施設の遮光
（S50年代～）

昇温抑制によ
る着果の安定
と裂果などの
障害果発生抑
制

秋田県

特になし。現地実証事例Ｃ60%

・農業技術普及課から技術
対策情報を発出
・関係機関と連携した現地
指導の徹底

・遮光・遮熱資材
の活用
・かん水管理の
徹底
・葉面散布の実
施

萎れ対策
日焼け果発生
防止
（トマト、ミニト
マト）

山形県

遮光資材は導入費用が課
題であり、曇雨天が継続す
る場合は撤去の必要があ
る。

施設内での着果不良となる
温度帯の回避及び草勢維
持の確保に効果的である。

Ａ40%

革新支援ｾﾝﾀｰから各普及
部･所へ技術対策の情報提
供、及び各普及部･所にお
いては指導会や巡回により
推進

遮光（展張、塗布
剤）、摘果による
着果負担軽減
（H26年度～）

施設内昇温抑
制による落花
防止

福島県

今後、各産地と情報共有を
図ることとしている。

着果率向上や裂果の軽減
に効果がみられる。

Ａ20%

革新支援ｾﾝﾀｰから各普及
部･所へ技術対策の情報提
供、及び各普及部･所にお
いては指導会や巡回により
推進

優良品種の導入
（R４年度～）

落花防止、品
質低下の軽減

夏季はハウスの開放ととも
に、害虫の発生量が多く、
防除効果が上がりにくい。

早期からの防除対策により、
一定の効果が得られる。

Ｂ30%
普及指導員による指導・導
入推進

・体系的な薬剤
防除
・コナジラミ類や
ウイルス病の耕
種的・物理的防
除（天敵タバコカ
スミカメの放飼
・防虫ネットの活
用等）

虫害の発生抑
制

茨城県

施設が整備（遮光カーテン
の設置）されていない場合
は、追加整備することが難
しい。

高温抑制に有効で、黄変
果発生抑制が図られる。

Ａ70%
生産者を対象とした講習会
や現地検討会等において
推進した。

遮光資材の活用
（H15年度～）

黄変果、日焼
け果の発生抑
制

栃木県
・夏季の温度が高すぎるた
め、昇温対策をしてもハウ
ス内の温度が下がりきれな
い。

高温抑制に有効だが、ハウ
ス内の温度が下がらない。

Ｂ50%
生産者を対象とした講習会、
現地検討会等において、情
報提供した。

遮光資材の活用
裂果・裂皮の
発生抑制

防虫ネットの導入経費及び
ハウス内の気温の上昇が
障害となっている。

防虫ネットの展張の効果は
認めている。

Ｂ20%

コナジラミ類ついては、各
普及センターを通じて定植
前の防除及びハウスの開
口部の防虫ネットの展張と
ハウス周辺の除草の実施
の支援を行っている。

・定植前の防除
・入口・天窓・側
窓の防虫ネット
展張
（H25年度～）

虫害の発生抑
制

埼玉県

・年によって遮光による日
照不足から樹勢が弱くなる。
・年によってゲリラ豪雨によ
る雨水の浸透により樹勢が
強くなる。

年度によって効果にばらつ
きがある。

C60%
千葉県トマト協議会による
実証・現地検討
（ＪＡ担当者、普及指導員）

・施設への遮光
剤の塗布や遮光
ネット被覆による
遮光
・温暖化に適した
かん水
（H27年度～）

安定着果
（抑制）

千葉県

【野菜】 トマト 長野県～福井県

①適応策の普及状況 － 野菜

普普及及上上のの課課題題
効効果果にに関関すするる評評価価とと

そそのの理理由由
普普及及
状状況況

適適応応策策のの取取組組内内容容
主主なな適適応応策策
（（普普及及開開始始））

適適応応策策のの
目目 的的

都都道道府府
県県 名名

－－－
研究
開発中

システム設計及び実装、実
用性評価
（https://www.tokyo-
aff.or.jp/uploaded/attachm
ent/10216.pdf）

気化冷却システ
ムの開発

昇温抑制東京都

・土耕栽培では草勢が強く
なりすぎる場合があり、減
肥や仕立て法等の検討が
必要
・土壌病害の耐病性も有す
る台木品種の検討も求めら
れる。

盛夏期の草勢維持により９
月以降増収効果が認めら
れる。

B1%

強勢台木への接ぎ木によ
る草勢維持について普及
技術として公表した。
（https://www.agries-
nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2021/04/
2020-2-s02.pdf）

強勢台木への接
ぎ木苗利用
(R2年度～）

草勢維持

長野県

長野県で主流の小規模パ
イプハウスで普及可能な低
圧ミストでの環境制御技術
確立が求められる。

高圧ミストの現地導入ほ場
において、昇温抑制効果と
増収効果が認められてい
る。

B1%

・細霧冷房による昇温抑制
効果、増収効果について普
及技術として公表した。
（https://www.agries-
nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2021/04/
2020-2-s02.pdf）
・安価で水道圧でも導入可
能な低圧ミストの効果につ
いて試験を実施中

細霧冷房
（R2年度～）

昇温抑制

処理時期は幼果期に限定
されるため、花房毎の適期
処理に手間がかかる。

幼果期のフルメット液剤散
布により放射状裂果の発
生が減少し、秀品率が高ま
る効果が確認されている。

B5%

フルメット液剤散布が有効
であることを普及技術とし
て公表した。
（https://www.agries-
nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2017/09/
2016-2-h05.pdf）

植物生育調節剤
散布
（H28年度～）

裂果対策

－－－実証中

リーフカバーが優れ果実の
露出が少なく、日焼け果の
発生が少ない品種「長・野
交59号（なつみのり）」を育
成した。
（https://www.agries-
nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2023/04/
2022-2-s05.pdf）

果実の露出が少
ない品種の利用

日焼け果の発
生抑制
（加工用）

大規模生産者、新規生産
者等への栽培管理の徹底

防除や栽培管理が徹底さ
れている生産者は病害や
腐敗果の発生が抑えられ、
高単収を上げている。

B50%

薬剤防除の徹底や株分け
の実施等を含めた管理技
術の徹底を図るため、県で
指導資料を発行し、指導を
行っている。
（https://www.pref.nagano.l
g.jp/enchiku/documents/ju
icetomato.pdf）

薬剤散布、株分
けの実施
（R２年度～）

病害の発生抑
制
（加工用）

電気代等のコストと品質向
上による収益向上等経済
性を考慮する必要がある。

裂果等障害果実発生率が
低下

B5%
普及指導センター等がヒー
トポンプ導入生産者と温度
等の管理方法を検討

ヒートポンプの活
用による夜温管
理

高温対策静岡県

－
一定の効果が認められ、一
般化している。

Ｂ90%

普及指導センターを通じた
技術指導

猛暑時の遮熱、
遮光

裂果、着色不
良果の発生抑
制

新潟県

－
一定の効果が認められ、一
般化している。

Ｂ90%着果安定

https://www.tokyo-aff.or.jp/uploaded/attachment/10216.pdf
https://www.tokyo-aff.or.jp/uploaded/attachment/10216.pdf
https://www.tokyo-aff.or.jp/uploaded/attachment/10216.pdf
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【野菜】 トマト 長野県～福井県

①適応策の普及状況 － 野菜

普普及及上上のの課課題題
効効果果にに関関すするる評評価価とと

そそのの理理由由
普普及及
状状況況

適適応応策策のの取取組組内内容容
主主なな適適応応策策
（（普普及及開開始始））

適適応応策策のの
目目 的的

都都道道府府
県県 名名

－－－
研究
開発中

システム設計及び実装、実
用性評価
（https://www.tokyo-
aff.or.jp/uploaded/attachm
ent/10216.pdf）

気化冷却システ
ムの開発

昇温抑制東京都

・土耕栽培では草勢が強く
なりすぎる場合があり、減
肥や仕立て法等の検討が
必要
・土壌病害の耐病性も有す
る台木品種の検討も求めら
れる。

盛夏期の草勢維持により９
月以降増収効果が認めら
れる。

B1%

強勢台木への接ぎ木によ
る草勢維持について普及
技術として公表した。
（https://www.agries-
nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2021/04/
2020-2-s02.pdf）

強勢台木への接
ぎ木苗利用
(R2年度～）

草勢維持

長野県

長野県で主流の小規模パ
イプハウスで普及可能な低
圧ミストでの環境制御技術
確立が求められる。

高圧ミストの現地導入ほ場
において、昇温抑制効果と
増収効果が認められてい
る。

B1%

・細霧冷房による昇温抑制
効果、増収効果について普
及技術として公表した。
（https://www.agries-
nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2021/04/
2020-2-s02.pdf）
・安価で水道圧でも導入可
能な低圧ミストの効果につ
いて試験を実施中

細霧冷房
（R2年度～）

昇温抑制

処理時期は幼果期に限定
されるため、花房毎の適期
処理に手間がかかる。

幼果期のフルメット液剤散
布により放射状裂果の発
生が減少し、秀品率が高ま
る効果が確認されている。

B5%

フルメット液剤散布が有効
であることを普及技術とし
て公表した。
（https://www.agries-
nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2017/09/
2016-2-h05.pdf）

植物生育調節剤
散布
（H28年度～）

裂果対策

－－－実証中

リーフカバーが優れ果実の
露出が少なく、日焼け果の
発生が少ない品種「長・野
交59号（なつみのり）」を育
成した。
（https://www.agries-
nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2023/04/
2022-2-s05.pdf）

果実の露出が少
ない品種の利用

日焼け果の発
生抑制
（加工用）

大規模生産者、新規生産
者等への栽培管理の徹底

防除や栽培管理が徹底さ
れている生産者は病害や
腐敗果の発生が抑えられ、
高単収を上げている。

B50%

薬剤防除の徹底や株分け
の実施等を含めた管理技
術の徹底を図るため、県で
指導資料を発行し、指導を
行っている。
（https://www.pref.nagano.l
g.jp/enchiku/documents/ju
icetomato.pdf）

薬剤散布、株分
けの実施
（R２年度～）

病害の発生抑
制
（加工用）

電気代等のコストと品質向
上による収益向上等経済
性を考慮する必要がある。

裂果等障害果実発生率が
低下

B5%
普及指導センター等がヒー
トポンプ導入生産者と温度
等の管理方法を検討

ヒートポンプの活
用による夜温管
理

高温対策静岡県

－
一定の効果が認められ、一
般化している。

Ｂ90%

普及指導センターを通じた
技術指導

猛暑時の遮熱、
遮光

裂果、着色不
良果の発生抑
制

新潟県

－
一定の効果が認められ、一
般化している。

Ｂ90%着果安定

【野菜】 トマト 長野県～福井県

①適応策の普及状況 － 野菜

普普及及上上のの課課題題
効効果果にに関関すするる評評価価とと

そそのの理理由由
普普及及
状状況況

適適応応策策のの取取組組内内容容
主主なな適適応応策策
（（普普及及開開始始））

適適応応策策のの
目目 的的

都都道道府府
県県 名名

－－－
研究
開発中

システム設計及び実装、実
用性評価
（https://www.tokyo-
aff.or.jp/uploaded/attachm
ent/10216.pdf）

気化冷却システ
ムの開発

昇温抑制東京都

・土耕栽培では草勢が強く
なりすぎる場合があり、減
肥や仕立て法等の検討が
必要
・土壌病害の耐病性も有す
る台木品種の検討も求めら
れる。

盛夏期の草勢維持により９
月以降増収効果が認めら
れる。

B1%

強勢台木への接ぎ木によ
る草勢維持について普及
技術として公表した。
（https://www.agries-
nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2021/04/
2020-2-s02.pdf）

強勢台木への接
ぎ木苗利用
(R2年度～）

草勢維持

長野県

長野県で主流の小規模パ
イプハウスで普及可能な低
圧ミストでの環境制御技術
確立が求められる。

高圧ミストの現地導入ほ場
において、昇温抑制効果と
増収効果が認められてい
る。

B1%

・細霧冷房による昇温抑制
効果、増収効果について普
及技術として公表した。
（https://www.agries-
nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2021/04/
2020-2-s02.pdf）
・安価で水道圧でも導入可
能な低圧ミストの効果につ
いて試験を実施中

細霧冷房
（R2年度～）

昇温抑制

処理時期は幼果期に限定
されるため、花房毎の適期
処理に手間がかかる。

幼果期のフルメット液剤散
布により放射状裂果の発
生が減少し、秀品率が高ま
る効果が確認されている。

B5%

フルメット液剤散布が有効
であることを普及技術とし
て公表した。
（https://www.agries-
nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2017/09/
2016-2-h05.pdf）

植物生育調節剤
散布
（H28年度～）

裂果対策

－－－実証中

リーフカバーが優れ果実の
露出が少なく、日焼け果の
発生が少ない品種「長・野
交59号（なつみのり）」を育
成した。
（https://www.agries-
nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2023/04/
2022-2-s05.pdf）

果実の露出が少
ない品種の利用

日焼け果の発
生抑制
（加工用）

大規模生産者、新規生産
者等への栽培管理の徹底

防除や栽培管理が徹底さ
れている生産者は病害や
腐敗果の発生が抑えられ、
高単収を上げている。

B50%

薬剤防除の徹底や株分け
の実施等を含めた管理技
術の徹底を図るため、県で
指導資料を発行し、指導を
行っている。
（https://www.pref.nagano.l
g.jp/enchiku/documents/ju
icetomato.pdf）

薬剤散布、株分
けの実施
（R２年度～）

病害の発生抑
制
（加工用）

電気代等のコストと品質向
上による収益向上等経済
性を考慮する必要がある。

裂果等障害果実発生率が
低下

B5%
普及指導センター等がヒー
トポンプ導入生産者と温度
等の管理方法を検討

ヒートポンプの活
用による夜温管
理

高温対策静岡県

－
一定の効果が認められ、一
般化している。

Ｂ90%

普及指導センターを通じた
技術指導

猛暑時の遮熱、
遮光

裂果、着色不
良果の発生抑
制

新潟県

－
一定の効果が認められ、一
般化している。

Ｂ90%着果安定

【野菜】 トマト 岐阜県～和歌山県

①適応策の普及状況 － 野菜

普普及及上上のの課課題題
効効果果にに関関すするる評評価価とと

そそのの理理由由
普普及及
状状況況

適適応応策策のの取取組組内内容容
主主なな適適応応策策
（（普普及及開開始始））

適適応応策策のの
目目 的的

都都道道府府
県県 名名

ハウス内温度制御が難し
い。

遮光によるハウス内の気温
低下

Ｃ100%
生産者向けの栽培講習会、
栽培指針などで推進

遮光資材の活用
（H18年度～）

昇温抑制
（トマト、ミニト
マト）

石川県

栽培特性の把握
着果良好で商品化率が高
い。

Ｂ40%
生産者向けの栽培講習会、
栽培指針などで推進

優良品種の導入
（R３年度～）

収量の確保

－大幅な効果はみられない。Ｃ100%
普及指導・ＪＡの営農指導
員による生産者への指導
徹底

換気によるハウ
ス内温度の抑制

昇温抑制
（ミディトマト
等）

福井県

DXの活用、ハチの更新タイ
ミングと導入コスト

着果は良好Ｂ70%
生育診断に基づく管理、マ
ルハナバチの有効活用

適正樹勢管理、
訪花昆虫の活用
（R３年度～）

安定着果
（夏秋）

岐阜県

機材の通信費などのランニ
ングコストがかかる。

－－実証中－
病害警報システ
ム活用による情
報発信

病害の発生抑
制
（夏秋）

－－－
研究
開発中

・雨よけハウスにおける夜
間冷却技術の開発
・高温を回避した気候変動
適応作型の開発

岐阜県方式夜間
冷却技術の開発
と肥培管理技術、
作型の開発

気候変動対応
型栽培システ
ムと作型の開
発
（夏秋）

－
産地において過去最高の
販売額を達成

Ａ60%新品種「麗月」の普及麗月の導入
品質収量の高
位安定
（夏秋）

高温による他病害の発生
ウイルスによる病害が減少
している。

Ｂ100%
害虫が侵入しない程度の
目合いを導入

防虫ネットの導
入
（R２年度～）

病害の発生抑
制
（冬春）

ミストは導入コストが高いた
め、普及が進まない。

昇温抑制による活着促進と
着果安定に寄与

B

ミスト：
3%

遮光：
80%

普及指導センターが研究
会や個別対応で導入及び
利用方法を助言
（https://www.pref.aichi.jp/
nososi/seika/singijutu/sing
ijiyutu100.pdf）

・ミストの活用
・遮光
（H25年度～）

・黄変果の発
生抑制
・着果安定

愛知県

なし。
コナジラミ類の発生を抑制
することが出来る。

Ｂ－
防除の徹底、植物残差を
ほ場に残さない等。

防除虫害防止三重県

資材費の高騰、農業者の
活用方法の理解

効果が認められるが、完全
ではない。

Ｂ100%
遮光による施設内温度の
低下

遮光資材の活用
（H20年度頃～）

昇温抑制

滋賀県

・防除時期の見極め
・農家の意識向上

適期防除により効果あり
(増えすぎてからの防除で
は効果が薄れる)。

Ｂ
30～
40％

・産地で使用されていない
剤の選定
・ローテーション防除の指
導

・ローテーション
防除
・気門封鎖剤
（R４年度～）

虫害発生抑制

導入コスト
施設内の温度抑制による
裂果軽減、葉先枯れの軽
減

Ａ100%現地巡回等による指導遮光資材展張

昇温抑制

・導入コスト
・敷設作業の手間

施設内の温度抑制による
初期生育の改善

Ａ30%
研修会、現地巡回等による
指導

ICTバルブを利
用した自動ミスト
散水
（R４年度～）

https://www.agries-nagano.jp/wp/wp-content/uploads/2021/04/2020-2-s02.pdf
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https://www.agries-nagano.jp/wp/wp-content/uploads/2021/04/2020-2-s02.pdf
https://www.agries-nagano.jp/wp/wp-content/uploads/2021/04/2020-2-s02.pdf
https://www.agries-nagano.jp/wp/wp-content/uploads/2021/04/2020-2-s02.pdf
https://www.agries-nagano.jp/wp/wp-content/uploads/2017/09/2016-2-h05.pdf
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https://www.agries-nagano.jp/wp/wp-content/uploads/2023/04/2022-2-s05.pdf
https://www.agries-nagano.jp/wp/wp-content/uploads/2023/04/2022-2-s05.pdf
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https://www.pref.nagano.lg.jp/enchiku/documents/juicetomato.pdf
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【野菜】 トマト 岐阜県～和歌山県

①適応策の普及状況 － 野菜

普普及及上上のの課課題題
効効果果にに関関すするる評評価価とと

そそのの理理由由
普普及及
状状況況

適適応応策策のの取取組組内内容容
主主なな適適応応策策
（（普普及及開開始始））

適適応応策策のの
目目 的的

都都道道府府
県県 名名

ハウス内温度制御が難し
い。

遮光によるハウス内の気温
低下

Ｃ100%
生産者向けの栽培講習会、
栽培指針などで推進

遮光資材の活用
（H18年度～）

昇温抑制
（トマト、ミニト
マト）

石川県

栽培特性の把握
着果良好で商品化率が高
い。

Ｂ40%
生産者向けの栽培講習会、
栽培指針などで推進

優良品種の導入
（R３年度～）

収量の確保

－大幅な効果はみられない。Ｃ100%
普及指導・ＪＡの営農指導
員による生産者への指導
徹底

換気によるハウ
ス内温度の抑制

昇温抑制
（ミディトマト
等）

福井県

DXの活用、ハチの更新タイ
ミングと導入コスト

着果は良好Ｂ70%
生育診断に基づく管理、マ
ルハナバチの有効活用

適正樹勢管理、
訪花昆虫の活用
（R３年度～）

安定着果
（夏秋）

岐阜県

機材の通信費などのランニ
ングコストがかかる。

－－実証中－
病害警報システ
ム活用による情
報発信

病害の発生抑
制
（夏秋）

－－－
研究
開発中

・雨よけハウスにおける夜
間冷却技術の開発
・高温を回避した気候変動
適応作型の開発

岐阜県方式夜間
冷却技術の開発
と肥培管理技術、
作型の開発

気候変動対応
型栽培システ
ムと作型の開
発
（夏秋）

－
産地において過去最高の
販売額を達成

Ａ60%新品種「麗月」の普及麗月の導入
品質収量の高
位安定
（夏秋）

高温による他病害の発生
ウイルスによる病害が減少
している。

Ｂ100%
害虫が侵入しない程度の
目合いを導入

防虫ネットの導
入
（R２年度～）

病害の発生抑
制
（冬春）

ミストは導入コストが高いた
め、普及が進まない。

昇温抑制による活着促進と
着果安定に寄与

B

ミスト：
3%

遮光：
80%

普及指導センターが研究
会や個別対応で導入及び
利用方法を助言
（https://www.pref.aichi.jp/
nososi/seika/singijutu/sing
ijiyutu100.pdf）

・ミストの活用
・遮光
（H25年度～）

・黄変果の発
生抑制
・着果安定

愛知県

なし。
コナジラミ類の発生を抑制
することが出来る。

Ｂ－
防除の徹底、植物残差を
ほ場に残さない等。

防除虫害防止三重県

資材費の高騰、農業者の
活用方法の理解

効果が認められるが、完全
ではない。

Ｂ100%
遮光による施設内温度の
低下

遮光資材の活用
（H20年度頃～）

昇温抑制

滋賀県

・防除時期の見極め
・農家の意識向上

適期防除により効果あり
(増えすぎてからの防除で
は効果が薄れる)。

Ｂ
30～
40％

・産地で使用されていない
剤の選定
・ローテーション防除の指
導

・ローテーション
防除
・気門封鎖剤
（R４年度～）

虫害発生抑制

導入コスト
施設内の温度抑制による
裂果軽減、葉先枯れの軽
減

Ａ100%現地巡回等による指導遮光資材展張

昇温抑制

・導入コスト
・敷設作業の手間

施設内の温度抑制による
初期生育の改善

Ａ30%
研修会、現地巡回等による
指導

ICTバルブを利
用した自動ミスト
散水
（R４年度～）

【野菜】 トマト 岐阜県～和歌山県

①適応策の普及状況 － 野菜

普普及及上上のの課課題題
効効果果にに関関すするる評評価価とと

そそのの理理由由
普普及及
状状況況

適適応応策策のの取取組組内内容容
主主なな適適応応策策
（（普普及及開開始始））

適適応応策策のの
目目 的的

都都道道府府
県県 名名

ハウス内温度制御が難し
い。

遮光によるハウス内の気温
低下

Ｃ100%
生産者向けの栽培講習会、
栽培指針などで推進

遮光資材の活用
（H18年度～）

昇温抑制
（トマト、ミニト
マト）

石川県

栽培特性の把握
着果良好で商品化率が高
い。

Ｂ40%
生産者向けの栽培講習会、
栽培指針などで推進

優良品種の導入
（R３年度～）

収量の確保

－大幅な効果はみられない。Ｃ100%
普及指導・ＪＡの営農指導
員による生産者への指導
徹底

換気によるハウ
ス内温度の抑制

昇温抑制
（ミディトマト
等）

福井県

DXの活用、ハチの更新タイ
ミングと導入コスト

着果は良好Ｂ70%
生育診断に基づく管理、マ
ルハナバチの有効活用

適正樹勢管理、
訪花昆虫の活用
（R３年度～）

安定着果
（夏秋）

岐阜県

機材の通信費などのランニ
ングコストがかかる。

－－実証中－
病害警報システ
ム活用による情
報発信

病害の発生抑
制
（夏秋）

－－－
研究
開発中

・雨よけハウスにおける夜
間冷却技術の開発
・高温を回避した気候変動
適応作型の開発

岐阜県方式夜間
冷却技術の開発
と肥培管理技術、
作型の開発

気候変動対応
型栽培システ
ムと作型の開
発
（夏秋）

－
産地において過去最高の
販売額を達成

Ａ60%新品種「麗月」の普及麗月の導入
品質収量の高
位安定
（夏秋）

高温による他病害の発生
ウイルスによる病害が減少
している。

Ｂ100%
害虫が侵入しない程度の
目合いを導入

防虫ネットの導
入
（R２年度～）

病害の発生抑
制
（冬春）

ミストは導入コストが高いた
め、普及が進まない。

昇温抑制による活着促進と
着果安定に寄与

B

ミスト：
3%

遮光：
80%

普及指導センターが研究
会や個別対応で導入及び
利用方法を助言
（https://www.pref.aichi.jp/
nososi/seika/singijutu/sing
ijiyutu100.pdf）

・ミストの活用
・遮光
（H25年度～）

・黄変果の発
生抑制
・着果安定

愛知県

なし。
コナジラミ類の発生を抑制
することが出来る。

Ｂ－
防除の徹底、植物残差を
ほ場に残さない等。

防除虫害防止三重県

資材費の高騰、農業者の
活用方法の理解

効果が認められるが、完全
ではない。

Ｂ100%
遮光による施設内温度の
低下

遮光資材の活用
（H20年度頃～）

昇温抑制

滋賀県

・防除時期の見極め
・農家の意識向上

適期防除により効果あり
(増えすぎてからの防除で
は効果が薄れる)。

Ｂ
30～
40％

・産地で使用されていない
剤の選定
・ローテーション防除の指
導

・ローテーション
防除
・気門封鎖剤
（R４年度～）

虫害発生抑制

導入コスト
施設内の温度抑制による
裂果軽減、葉先枯れの軽
減

Ａ100%現地巡回等による指導遮光資材展張

昇温抑制

・導入コスト
・敷設作業の手間

施設内の温度抑制による
初期生育の改善

Ａ30%
研修会、現地巡回等による
指導

ICTバルブを利
用した自動ミスト
散水
（R４年度～）

【野菜】 トマト 和歌山県（続き）～熊本県

①適応策の普及状況 － 野菜

普普及及上上のの課課題題
効効果果にに関関すするる評評価価とと

そそのの理理由由
普普及及
状状況況

適適応応策策のの取取組組内内容容
主主なな適適応応策策
（（普普及及開開始始））

適適応応策策のの
目目 的的

都都道道府府
県県 名名

－
トマトトーン低濃度処理によ
り通常の生育や着果となる。

Ａ100%
ハウス内の温度低下と高
温時のホルモン処理の低
濃度化

ホルモン濃度の
適正化と寒冷紗
の利用
（R４年度～）

昇温抑制
（ミニトマト）

設備コストがかかる。効果が認められるB1%
農業改良普及センターが
研修会や個別対応で導入
等助言

気化冷却を利用
した高温抑制技
術（細霧冷房）

生育促進、
着果促進

兵庫県

－
トマトの定植後の昇温抑制
による花質の向上と受粉安
定化

Ｂ50%

ハウス内気温や植物体温
度の上昇の軽減を目的とし
た遮光資材の利用が現地
へ普及している。

遮光資材の利用
（H10年度～）

昇温抑制

和歌山県
－

ミニトマトの長期促成栽培
における定植後の8～9月
のハウス内気温、植物体
温度の上昇抑制のための
技術として普及している。

Ａ100%

ハウス内気温や植物体温
度の上昇の軽減を目的とし
た遮光資材を利用が現地
へ普及している。

遮光資材の利用
（H10年度～）

昇温抑制
（ミニトマト）

－

ミニトマトの長期促成栽培
における収穫期後半の5～
6月のハウス内気温、植物
体温度の上昇抑制のため
の技術として普及している。

Ａ100%

使用資材の安定供給
効果は高いが資材が高価
で供給が不安定

Ｂ5%

土壌深層まで消毒効果が
あり、処理作業が容易な土
壌還元消毒法の開発に取
り組んだ（H26－30）。

土壌還元消毒
（H30年度～）

病害の発生抑
制
（ミニトマト）

和歌山県

草勢管理に注意を要する。
年次によって効果に差があ
る。

Ｃ－

穂木・台木品種の選定を行
い、秋期増収につながる摘
花房処理技術を情報提供
（https://www.pref.okayam
a.jp/uploaded/life/786818_
7330628_misc.pdf）

穂木・台木品種
の選定及び摘花
房処理

着果安定

岡山県
－－－

研究
開発中

裂果の発生が少なく県内の
栽培に適した品種を選定中。

耐性品種の選定

裂果対策

処理に労力を要する。
放射状裂果に対して安定し
た軽減効果がある。

Ｂ5%未満

対策技術の現地実証への
協力及び情報提供
（https://www.pref.okayam
a.jp/uploaded/life/564890_
4563139_misc.pdf）

遮熱塗布資材及
びホルモン剤の
利用

施設及び装置にかけるコス
ト

遮光、かん水の効果あり。B20%

各研修および講習会等、県
普及組織、技術センターが
支援、周知
（https://www.pref.hiroshim
a.lg.jp/uploaded/attachmen
t/475965.pdf）

遮光、換気、か
ん水の適正化
（今後ミスト）
（H31年度～）

昇温抑制広島県

－－－－
遮光資材導入、高温耐性
品種導入等

遮光、遮熱、品
種転換等

着果安定山口県

曇天が続くとマイナスの効
果となることがある。

気象条件によって効果が
認められない年もある。

Ｂ70%
巡回指導等を通じて情報
提供

遮光資材･循環
扇等の活用

着果安定徳島県

資材の特性把握が必要
天候にあわせた活用方法
の検討

高温・強日射対策に有効で
あるが、天候に左右されや
すい。

Ｂ～30％
講習会等を活用した試験
結果の情報提供

遮光資材、塗布
剤による昇温・強
日射抑制

昇温抑制福岡県

【野菜】 トマト 岐阜県～和歌山県

①適応策の普及状況 － 野菜

普普及及上上のの課課題題
効効果果にに関関すするる評評価価とと

そそのの理理由由
普普及及
状状況況

適適応応策策のの取取組組内内容容
主主なな適適応応策策
（（普普及及開開始始））

適適応応策策のの
目目 的的

都都道道府府
県県 名名

ハウス内温度制御が難し
い。

遮光によるハウス内の気温
低下

Ｃ100%
生産者向けの栽培講習会、
栽培指針などで推進

遮光資材の活用
（H18年度～）

昇温抑制
（トマト、ミニト
マト）

石川県

栽培特性の把握
着果良好で商品化率が高
い。

Ｂ40%
生産者向けの栽培講習会、
栽培指針などで推進

優良品種の導入
（R３年度～）

収量の確保

－大幅な効果はみられない。Ｃ100%
普及指導・ＪＡの営農指導
員による生産者への指導
徹底

換気によるハウ
ス内温度の抑制

昇温抑制
（ミディトマト
等）

福井県

DXの活用、ハチの更新タイ
ミングと導入コスト

着果は良好Ｂ70%
生育診断に基づく管理、マ
ルハナバチの有効活用

適正樹勢管理、
訪花昆虫の活用
（R３年度～）

安定着果
（夏秋）

岐阜県

機材の通信費などのランニ
ングコストがかかる。

－－実証中－
病害警報システ
ム活用による情
報発信

病害の発生抑
制
（夏秋）

－－－
研究
開発中

・雨よけハウスにおける夜
間冷却技術の開発
・高温を回避した気候変動
適応作型の開発

岐阜県方式夜間
冷却技術の開発
と肥培管理技術、
作型の開発

気候変動対応
型栽培システ
ムと作型の開
発
（夏秋）

－
産地において過去最高の
販売額を達成

Ａ60%新品種「麗月」の普及麗月の導入
品質収量の高
位安定
（夏秋）

高温による他病害の発生
ウイルスによる病害が減少
している。

Ｂ100%
害虫が侵入しない程度の
目合いを導入

防虫ネットの導
入
（R２年度～）

病害の発生抑
制
（冬春）

ミストは導入コストが高いた
め、普及が進まない。

昇温抑制による活着促進と
着果安定に寄与

B

ミスト：
3%

遮光：
80%

普及指導センターが研究
会や個別対応で導入及び
利用方法を助言
（https://www.pref.aichi.jp/
nososi/seika/singijutu/sing
ijiyutu100.pdf）

・ミストの活用
・遮光
（H25年度～）

・黄変果の発
生抑制
・着果安定

愛知県

なし。
コナジラミ類の発生を抑制
することが出来る。

Ｂ－
防除の徹底、植物残差を
ほ場に残さない等。

防除虫害防止三重県

資材費の高騰、農業者の
活用方法の理解

効果が認められるが、完全
ではない。

Ｂ100%
遮光による施設内温度の
低下

遮光資材の活用
（H20年度頃～）

昇温抑制

滋賀県

・防除時期の見極め
・農家の意識向上

適期防除により効果あり
(増えすぎてからの防除で
は効果が薄れる)。

Ｂ
30～
40％

・産地で使用されていない
剤の選定
・ローテーション防除の指
導

・ローテーション
防除
・気門封鎖剤
（R４年度～）

虫害発生抑制

導入コスト
施設内の温度抑制による
裂果軽減、葉先枯れの軽
減

Ａ100%現地巡回等による指導遮光資材展張

昇温抑制

・導入コスト
・敷設作業の手間

施設内の温度抑制による
初期生育の改善

Ａ30%
研修会、現地巡回等による
指導

ICTバルブを利
用した自動ミスト
散水
（R４年度～）

【野菜】 トマト 岐阜県～和歌山県
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適適応応策策のの
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県県 名名
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石川県

栽培特性の把握
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訪花昆虫の活用
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安定着果
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ム活用による情
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制
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開発中
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間冷却技術の開発
・高温を回避した気候変動
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ムと作型の開
発
（夏秋）

－
産地において過去最高の
販売額を達成

Ａ60%新品種「麗月」の普及麗月の導入
品質収量の高
位安定
（夏秋）

高温による他病害の発生
ウイルスによる病害が減少
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なし。
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ほ場に残さない等。
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ではない。
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昇温抑制

滋賀県

・防除時期の見極め
・農家の意識向上

適期防除により効果あり
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施設内の温度抑制による
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【野菜】 トマト 和歌山県（続き）～熊本県

①適応策の普及状況 － 野菜

普普及及上上のの課課題題
効効果果にに関関すするる評評価価とと

そそのの理理由由
普普及及
状状況況

適適応応策策のの取取組組内内容容
主主なな適適応応策策
（（普普及及開開始始））

適適応応策策のの
目目 的的

都都道道府府
県県 名名

－
トマトトーン低濃度処理によ
り通常の生育や着果となる。

Ａ100%
ハウス内の温度低下と高
温時のホルモン処理の低
濃度化

ホルモン濃度の
適正化と寒冷紗
の利用
（R４年度～）

昇温抑制
（ミニトマト）

設備コストがかかる。効果が認められるB1%
農業改良普及センターが
研修会や個別対応で導入
等助言

気化冷却を利用
した高温抑制技
術（細霧冷房）

生育促進、
着果促進

兵庫県

－
トマトの定植後の昇温抑制
による花質の向上と受粉安
定化

Ｂ50%

ハウス内気温や植物体温
度の上昇の軽減を目的とし
た遮光資材の利用が現地
へ普及している。

遮光資材の利用
（H10年度～）

昇温抑制

和歌山県
－

ミニトマトの長期促成栽培
における定植後の8～9月
のハウス内気温、植物体
温度の上昇抑制のための
技術として普及している。

Ａ100%

ハウス内気温や植物体温
度の上昇の軽減を目的とし
た遮光資材を利用が現地
へ普及している。

遮光資材の利用
（H10年度～）

昇温抑制
（ミニトマト）

－

ミニトマトの長期促成栽培
における収穫期後半の5～
6月のハウス内気温、植物
体温度の上昇抑制のため
の技術として普及している。

Ａ100%

使用資材の安定供給
効果は高いが資材が高価
で供給が不安定

Ｂ5%

土壌深層まで消毒効果が
あり、処理作業が容易な土
壌還元消毒法の開発に取
り組んだ（H26－30）。

土壌還元消毒
（H30年度～）

病害の発生抑
制
（ミニトマト）

和歌山県

草勢管理に注意を要する。
年次によって効果に差があ
る。

Ｃ－

穂木・台木品種の選定を行
い、秋期増収につながる摘
花房処理技術を情報提供
（https://www.pref.okayam
a.jp/uploaded/life/786818_
7330628_misc.pdf）

穂木・台木品種
の選定及び摘花
房処理

着果安定

岡山県
－－－

研究
開発中

裂果の発生が少なく県内の
栽培に適した品種を選定中。

耐性品種の選定

裂果対策

処理に労力を要する。
放射状裂果に対して安定し
た軽減効果がある。

Ｂ5%未満

対策技術の現地実証への
協力及び情報提供
（https://www.pref.okayam
a.jp/uploaded/life/564890_
4563139_misc.pdf）

遮熱塗布資材及
びホルモン剤の
利用

施設及び装置にかけるコス
ト

遮光、かん水の効果あり。B20%

各研修および講習会等、県
普及組織、技術センターが
支援、周知
（https://www.pref.hiroshim
a.lg.jp/uploaded/attachmen
t/475965.pdf）

遮光、換気、か
ん水の適正化
（今後ミスト）
（H31年度～）

昇温抑制広島県

－－－－
遮光資材導入、高温耐性
品種導入等

遮光、遮熱、品
種転換等

着果安定山口県

曇天が続くとマイナスの効
果となることがある。

気象条件によって効果が
認められない年もある。

Ｂ70%
巡回指導等を通じて情報
提供

遮光資材･循環
扇等の活用

着果安定徳島県

資材の特性把握が必要
天候にあわせた活用方法
の検討

高温・強日射対策に有効で
あるが、天候に左右されや
すい。

Ｂ～30％
講習会等を活用した試験
結果の情報提供

遮光資材、塗布
剤による昇温・強
日射抑制

昇温抑制福岡県
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7330628_misc.pdf）

穂木・台木品種
の選定及び摘花
房処理

着果安定

岡山県
－－－

研究
開発中

裂果の発生が少なく県内の
栽培に適した品種を選定中。

耐性品種の選定

裂果対策

処理に労力を要する。
放射状裂果に対して安定し
た軽減効果がある。

Ｂ5%未満

対策技術の現地実証への
協力及び情報提供
（https://www.pref.okayam
a.jp/uploaded/life/564890_
4563139_misc.pdf）

遮熱塗布資材及
びホルモン剤の
利用

施設及び装置にかけるコス
ト

遮光、かん水の効果あり。B20%

各研修および講習会等、県
普及組織、技術センターが
支援、周知
（https://www.pref.hiroshim
a.lg.jp/uploaded/attachmen
t/475965.pdf）

遮光、換気、か
ん水の適正化
（今後ミスト）
（H31年度～）

昇温抑制広島県

－－－－
遮光資材導入、高温耐性
品種導入等

遮光、遮熱、品
種転換等

着果安定山口県

曇天が続くとマイナスの効
果となることがある。

気象条件によって効果が
認められない年もある。

Ｂ70%
巡回指導等を通じて情報
提供

遮光資材･循環
扇等の活用

着果安定徳島県

資材の特性把握が必要
天候にあわせた活用方法
の検討

高温・強日射対策に有効で
あるが、天候に左右されや
すい。

Ｂ～30％
講習会等を活用した試験
結果の情報提供

遮光資材、塗布
剤による昇温・強
日射抑制

昇温抑制福岡県

【野菜】 トマト 長崎県～熊本県

①適応策の普及状況 － 野菜

普普及及上上のの課課題題
効効果果にに関関すするる評評価価とと

そそのの理理由由
普普及及
状状況況

適適応応策策のの取取組組内内容容
主主なな適適応応策策
（（普普及及開開始始））

適適応応策策のの
目目 的的

都都道道府府
県県 名名

－
土壌消毒を行うことで、病
害発生抑制が見込まれる。

Ｂ80%
太陽熱、微生物資材等を
活用した土壌消毒の推進

土壌消毒の普及
病害の発生抑
制

長崎県

資材高騰生育の改善Ｂ90%

講習会等を通じて栽培農
家へ導入推進

・遮光
・適切な管理

生育促進

熊本県 資材高騰着色不良果の減少Ｂ90%
・遮光
・品種選定
・適切な管理

着色向上、
安定着果

資材高騰生育の改善Ｂ90%
・遮光
・適切な管理

昇温抑制

トマト以外の品目（いちご、ねぎ、キャベツ、ほうれんそう、アスパラガス、レタス、
ブロッコリー、なす、きゅうり、その他など）の各都道府県で取り組まれている適応策は、
以下の二次元コード「令和５年地球温暖化影響調査レポート」をご参照ください。
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